
 

滋賀県防災アプリの普及状況について 
 

１ 趣旨 

〇 防災気象情報を迅速に伝達し、県民の適切な避難行動を促す「滋賀県防災アプリ」

を令和８年３月 30 日から運用開始した。 

 〇 運用開始から約４か月が経過したことから、現在の普及状況および今後の普及促進

方針について報告するもの。 

 

２ 滋賀県防災アプリの普及状況 

   

 

３ 滋賀県防災アプリの普及啓発状況 

令和８年３月 24 日 知事定例会見にて運用開始を発表 

   ４月 １日 県広報誌「しがプラスワン春号」に広報記事掲載 

         包括的連携協定企業(平和堂・イオンなど)の店舗へチラシを配架 

   ４月上旬  新聞、テレビなど各種メディアで紹介 

   ５月以降  野洲川総合防災訓練でブースを出展 

         防災カフェでの紹介 

         自治会、警察学校、視覚障害者センターにて出前講座を実施 

         水害に強い地域づくり協議会で紹介 

 

４ 今後の普及促進方針 

▶関係機関との連携による普及啓発 

防災部局や教育委員会および市町などと連携し、有効なアプリの利活用方法の検討

および普及啓発を行う。 

▶各種メディアを活用した広報 

  広報誌やテレビ、SNS などの各種メディアを活用し、県民への幅広い周知を図る。 

▶水害リスクの高い地区への普及啓発 

重点地区（重点的に水害に対する取り組みを行う区域）の自治会や水災害リスクの

高い地域の小学校、警察、消防を対象に出前講座を実施し、重点的な普及啓発を図る。 
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